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愛情で幸せに
北海道　札幌市立山の手小学校　６年
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EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せい),成)
　日本では様々な人が犯罪を犯します。その中で子供が非行に走ることもあります。僕はそれが不思議です。なぜなら僕は学校生活を楽しみ、家でも親に守られて楽しく安心して過ごしているので犯罪を起こす理由が考えられないからです。ではなぜ、子供達が非行に走るのでしょうか。それには色々な理由があると思います。例えば、貧困や親の愛情不足などの家庭問題や、本人の性格や障害などがあると思います。中でも子供の頃に周りからもらった愛情の量が深く関わっていると思います。なぜなら、僕はこんな経験をしたからです。
　かつて、同級生に暴力をふるってしまう子がいました。でも、普段「悪い子」というレッテルが貼られているその子は、障害を持った妹にとても優しく接してくれました。きっと本当は優しいのだと思いました。ではなぜ暴力をふるってしまうのでしょうか。僕は、親からよくたたかれることや、夜家に親がいないことを聞いていました。もしそれが本当だとしたら、さびしかったと思うし、ストレスもたまると思います。さびしくてかまってもらいたいから暴力をふるって目立とうとしていたのかもしれませんし、ストレスを発散させるために暴力をふるっていたかもしれません。でもその子の気持ちは誰にも分かりませんでした。先生が一生けん命その子に手をさしのべても、その子は背を向けているように見えました。きっと学校、教室も安らげる居場所ではなかったと思います。
　では、別の居場所をつくるという考えはどうでしょうか。それは家でも学校でもなく、親の代わりに愛情を注いでくれる居場所です。僕の妹は障害を持っています。妹は、幼児期から国からの援助で楽しくデイサービスに通っていました。今では放課後デイサービスに通っています。そこは福祉の知識を身に付けた人が、ボランティアの人と共に一人一人にあわせた指導と、愛情をたっぷり注いでくれる場所です。妹はデイサービスが大好きで、第二の居場所があることは素晴らしいと思います。だから、障害をもっていない子でも、居場所がない子はそのデイサービスのように愛情を注いでくれる場所があれば、さびしさの裏返しとして非行に走る子も減ると思います。
　そして、もし僕が充分に愛情を注いでもらえなかったら、さびしかったり、「甘えられない」というストレスから心が荒れてしまい、非行に走ってしまっていたかもしれません。大人でも、周りからの愛情、はげましがなければ、「頑張ろう」という気持ちは持てません。だから、犯罪、非行を減らしたり、犯罪をしてしまった人を立ち直らせるには、まず愛情でその人の心をいやしてあげることが必要だと思います。
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